玉名市６次産業推奨品に関する内規
（目的）

第1条　この内規は、玉名市内の農林水産物を活かして、生み出された６次産品（市内の農林水産物を活かして作られた加工品をいう。以下同じ。）を玉名市６次産業推奨品(以下「推奨品」という。)として推奨し、広く市の内外の消費者に対して販売及びＰＲすることにより、玉名市の６次産品の認知度向上及び地域活性化を図ることを目的とする。

（承認の基準）

第２条　市長は、推奨品の承認にあたり、別に承認の基準（以下「承認基準」をいう。）を定める。

２　市長は、第１項に規定する承認基準について、玉名市６次産業活性化委員会（玉名市６次産業活性化委員会要綱（平成２３年告示第１５号）第１項に規定する玉名市６次産業活性化委員会という。以下「活性化委員会」という。）の意見を聞くことができる。

（承認の手続き）

第３条　承認を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、承認申請書（様式第１号）を市長に提出し、活性化委員会において審査を行うものとする。ただし、食品コンクール等で受賞している場合は、この限りではない。
（推奨の承認）

第４条　市長は、活性化委員会において、申請された６次産品が承認基準に適合し、推奨品としてふさわしいと認めるときは、玉名市６次産業推奨品承認書(様式第２号)により、当該６次産品を推奨品として承認するものとする。
（推奨する期間）

第５条　市が推奨品として推奨する期間は、前条の規定により推奨品と推奨した日から当該日が属する年度の翌々年度の末日までとする。

（推奨の取消し）

第６条　市長は、６次産品の取扱を行う者（以下「６次産品事業者」という。）が次の各号のいずれかに該当するときは、推奨品の承認を取り消すことができる。

⑴ 推奨品の名称を届出なしに変更したとき。

⑵ ６次産品事業者の名称又は住所等を届出なしに変更したとき。

⑶ 推奨品の内容が推奨品の承認を受けたものと異なるとき。

⑷ 前３号に掲げるもののほか、６次産業推進事業の運用に重大な支障を及ぼす行為があったとき。

（推奨品の表示）

第７条　６次産品事業者は、推奨品であることを証明する認証シールを使用することができる。

２　推奨品には配布された認証シールを貼り、又は推奨品である旨を当該推奨品のパッケージに表示することができる。ただし、１個につき１か所とする。

（推奨品の調査）

第８条　市長は、必要があると認めるときは、推奨品の調査又は検査を行うことができる。

（その他）

第９条　この内規に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。

附　則

この内規は、平成２５年４月２３日から施行する

様式第１号（第３条関係）

玉名市６次産業推奨品承認申請書
年　　月　　日
玉名市長　　様
申請者　　住所
　　　　　氏名　　　　　　　　　 eq \o\ac(□,印)
玉名市６次産業推奨品に関する内規第３条の規定に基づき、関係書類を添えて申請します。
１　申請者

	申請者名
	

	住所
	〒

	
	玉名市

	連絡先
	

	営農状況
	農水産物
	

	
	作付面積
	


２　申請品
	商品名
	

	特徴等
	

	使用する農水産物等
	

	加工の方法
	

	主な販売先
	

	販売価格
	　　　　　　　　　　円

	販売実績（年間）
	　　　　　　円

	コンクールへの出品の有無
	有　　・　　無

	（受賞名称）
	（　　　　　　　　　　　　　　）


※ 商品を1部提供ください。

※ 商品の写真及び販売状況写真を添付すること。
※ 作付けしている農地等の写真を添付すること。
※ グループで申請される場合は、構成員名簿を添付すること。
※ その他、必要に応じ、詳細な資料を提出していただく場合があります。
様式第２号（第４条関係）

玉名市６次産業推奨品承認書

　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　様

玉名市長　　　　　 eq \o\ac(□,印)
玉名市６次産業推奨品に関する内規第２条の規定に基づき、下記のとおり「玉名市６次産業推奨品」として承認します。

記

推　 奨　 品　　

推奨する期間　　　　　年３月末日

配 　布 　物　　認証シール　１，０００枚

※ 認証シールについての注意事項

１　推奨品には配布された認証シールを貼り、又は推奨品である旨を当該推奨品のパッケージに表示することができる。ただし、１個につき１か所とする。













